
写
本
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
か
ら
S
a
m
m
elb

a
n
d
へ

―
作
品
集
」
誕
生
へ
の
胎
動
を
観
察
す
る

―

向
井

毅

１
.
は
じ
め
に

活
版
印
刷
の
誕
生
を
革
命
と
み
な
し
て
両
文
化
の
差
異
に
注
目
す
る
よ
り
も
、
印
刷
文
化

を
写
本
時
代
か
ら
の
緩
や
か
な
継
続
的
発
展
で
あ
る
と
と
ら
え
る
研
究
の
必
要
性
は
、
早
く

も
半
世
紀
前
に
ビ
ュ
ー
ラ
ー
（
C
u
rt F

.
B
u
h
ler,

T
h
e F

ifteen
th
-C
en
tu
ry B

ook:
T
h
e

 
S
cribes,

th
e P

rin
ters,

th
e D

ecorators
,
1960）

に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う

し
た
観
点
に
た
っ
て
、
写
本
作
成
の
手
順
が
初
期
印
刷
本
の
作
業
工
程
に
受
け
つ
が
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
く
と
、初

期
刊
本
の
編
集
･出

版
に
関
す
る
技
術
面
か
ら
の
研
究
が
精
力
的
に

推
し
進
め
ら
れ
、
著
し
い
成
果
を
得
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
翻
っ
て
今
日

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
で
あ
る

書
物
を
綴
じ
る
形
態
>
に
関
し
て
言
え
ば
、
刊
本
そ

れ
ぞ
れ
は
個
別
に
出
版
さ
れ
、
自
己
完
結
し
て
い
る
存
在
と
い
う
近
代
の
書
物
観
に
と
ら
わ

れ
た
私
た
ち
は
、
そ
れ
ら
を
束
ね
る

合
冊
集
」（

S
a
m
m
elb
a
n
d
）
の
存
在
の
意
味
に
十
分

に
気
づ
い
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
今
回
の
発
表
で
は
、
次
に
述
べ
る
２
つ
の
課
題
を
掲
げ
て
、
活
版
印
刷
揺
籃
期
の

出
版
事
情
を
略
述
し
て
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

第
１
に
、
中
世
の
写
本
コ
デ
ッ
ク
ス
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ン
（
W
illia

m
 
T
h
y
n
n
e ）
編

集
の
『
チ
ョ
ー
サ
ー
作
品
集
』（

1532年
）
や
パ
ー
シ
ー
（
T
h
o
m
a
s P
ercy

）
の
『
古
謡

拾
遺
集
』（

1765年
）
な
ど
の
刊
本
作
品
集
と
の
間
に
印
刷
本
の
「
合
冊
集
」
を
置
き
、
近

代
の

作
品
集
」誕

生
に
い
た
る
隠
れ
た
リ
ン
ク
を
確
か
め
る
。

第
２
に
、
印
刷
家
は
、
好
み
に
よ
り

合
冊
集
」を

作
成
し
、
保
存
す
る
顧
客
の
購
入
態

度
を
想
定
す
る
一
方
で
、「

作
者
」
を
意
識
し
た
編
集
・
出
版
活
動
を
展
開
し
始
め
て
い
た

こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
活
版
印
刷
に
お
け
る

作
者
」の

誕
生
が
中
世
の
写
本
文
化
の

な
か
に
す
で
に
胎
動
し
て
い
た
こ
と
を
シ
ャ
ー
リ
ー
（
Jo
h
n S

h
irley

）
の
写
本
編
纂
を

通
し
て
観
察
す
る
。

―
―
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こ
の
２
点
で
す
。

２
.
S
a
m
m
e
lb
a
n
d
―「

写
本
的
」
印
刷
文
化
の
産
物

合
冊
集
を
対
象
と
し
た
本
格
的
な
研
究
は
、
ニ
ー
ダ
ム
（
P
a
u
l N

eed
h
a
m
）
が
1986年

出
版
の
T
h
e P

rin
ter

&
th
e P

ard
on
er:

A
n
 
U
n
record

ed
 
In
d
u
lgen

ce P
rin
ted

 
by
 
W
illiam

 
C
axton

 
for th

e H
ospital of S

t.
M
ary R

ou
n
ceval,

C
h
arin

g C
ross

に
お
い
て
一
部
写
本
を
含
む
初
期
印
刷
本
か
ら
構
成
さ
れ
る
37の

現
存
合
冊
集
を
記
述
し

た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
研
究
書
を
ま
と
め
る
き
っ
か
け
は
、
調
査
対
象
の
合
衆
国
国

会
図
書
館
所
蔵
の
“
R
o
sen

w
a
ld
(L
essin

g J.)
S
a
m
m
elb
a
n
d
”
が
４
つ
の
キ
ャ
ク
ス
ト

ン
出
版
物
を
綴
じ
合
わ
せ
、
し
か
も
製
本
に
未
確
認
の
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
「
免
罪
符
」
を
使
用

し
て
い
た
こ
と
で
し
た
。

キ
ャ
ク
ス
ト
ン
版
４
作
品
（
1481,

1480,
1481,

1479）
と
１
つ
の
免
罪
符
（
ty
p
e

4,
u
sed b

etw
een

1480
a
n
d ea

rly
1484）

B
o
u
n
d b

y Jo
h
n R

ey
n
es,

ca
.
1535;

fo
rm
erly b

o
u
n
d b

y C
a
x
to
n
’s b

in
d
ery

.

C
o
n
ta
in
s p
rin
ter’s w

a
ste a

n
d b

o
o
k
seller’s w

a
ste

1.
T
h
e M

irror of th
e
 
W
orld

,
1st ed

n
.
1481.

2.
D
icts an

d
 
S
ayin

gs of th
e P

h
ilosoph

ers
,
2n
d ed

n
.
1480.

3.
C
icero.

O
f O

ld
 
A
ge

(etc) .
1481.

4.
C
ord

iale of th
e F

ou
r L

ast T
h
in
gs
.
1479

［
5.

In
d
u
lg
en
ce.

H
o
sp
ita
l o

f S
t.
M
a
ry
 
R
o
u
n
cev

a
l
(F
ra
g
m
en
ta
ry
:

p
rin
ter’s w

a
ste)

1480. ］

興
味
ぶ
か
い
こ
と
に
、
R
o
sen

w
a
ld
 
S
a
m
m
elb
a
n
d
の
見
返
し
ペ
ー
ジ
に
記
さ
れ
た
手
書

き
の
「
目
次
」（
写
真
［
１
］
参
照
）
が
示
す
よ
う
に
、「

合
冊
集
」
と
い
う
形
態
が
“
b
o
o
k
”

と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
、
ま
た
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
作
品
は
“
w
o
rk
”
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
徳
永
聡
子
氏
が
紹
介
さ
れ
た
ム
ア
ー
主
教（

B
ish
o
p M

o
o
re ）

の
S
a
m
m
elb
a
n
d
と
同
様
、
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
初
期
の
印
刷
物
が
綴
じ
合
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
も
R
o
sen

w
a
ld
 
S
a
m
m
elb
a
n
d
に
は
、
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
工
房
か
ら
出
た
廃
棄
紙

（
w
a
ste p

a
p
er ）

が
製
本
の
際
に
使
用
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
よ
う
な
合
冊
本
が
キ
ャ
ク
ス
ト

ン
工
房
内
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
で
綴
じ
合
わ
さ
れ
、
顧
客
に
売
り
渡
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が

浮
か
び
あ
が
っ
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
折
々
に
購
入
し
た
も
の
を
集
め
、
一
冊
に
ま
と
め
る

読
者
の
慣
習
を
想
定
し
た
出
版
活
動
に
加
え
、
印
刷
家
は
顧
客
の
求
め
に
応
え
て
合
冊
本
を

も
制
作
し
て
い
た
と
い
う
、
需
要
と
供
給
の
関
係
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

向
井

毅
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「
合
冊
集
」
に
対
応
す
る
形
態
と
し
て
、
写
本
時
代
に
は
ミ
セ
ラ
ニ
ー
や
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

と
称
さ
れ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
チ
ョ
ー
サ
ー
が
描
い
た
バ
ー
ス
の
女
房
の
夫

ジ
ャ
ン
キ
ン
が
所
有
す
る
の
は
、
悪
女
や
反
女
性
論
の
話
を
テ
ー
マ
と
し
た
写
本
の
ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー
で
あ
り
、
彼
は
こ
の
よ
う
な
話
を
扱
っ
た
多
く
の
「
本
」（

“b
o
o
k
es m

a
n
y o
n
” ）

を
一
冊
に
綴
じ
て
所
有
（
“A
n
d a

lle th
ise ［

b
o
o
k
s ］
w
ere b

o
u
n
d
en in o v

o
lu
m
e”

(C
an
terbu

ry T
ales

,
“W

ife o
f B

a
th
’s P

ro
lo
g
u
e”,

681) ）
し
て
い
た
と
チ
ョ
ー
サ
ー

は
書
物
の
つ
く
り
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ジ
ャ
ン
キ
ン
は
暇
が
で
き
る
と
こ
の
「
本
」

（
“th

is b
o
o
k o

f w
ik
k
ed w

y
v
es” (685)）

を
読
む
の
が
習
慣
で
あ
っ
た
と
も
語
ら
れ
て

い
ま
す
。

写
本
の
場
合
、
ま
ず
は
作
品
を
集
め
た
コ
デ
ッ
ク
ス
（
冊
子
体
書
物
）
が
存
在
し
、
そ
こ

か
ら
そ
れ
を
構
成
す
る
単
位
で
あ
る
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
（
‘b
o
o
k
let’ ）

や
フ
ァ
シ
ク
ル
（
‘fa
sci-

cle’ ）と
い
う
書
物
形
態
の
発
見
に
至
り
ま
し
た
。
し
か
し
刊
本
の
場
合
、
冒
頭
に
も
述
べ
ま

し
た
が
近
代
の
書
物
観
の
影
響
の
も
と
、ま

ず
は
個
々
の
出
版
作
品
が
存
在
す
る
と
錯
覚
し
、

そ
れ
ら
が
全
体
の
部
分
を
構
成
す
る
、
合
冊
本
の
存
在
に
は
思
い
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
合

冊
本
を
、
レ
ー
ラ
ー
（
S
eth L

erer ）
の
物
言
い
（
“m
ed
iev
a
l”
p
rin
t cu

ltu
re ）

に
倣
っ

て
、「

写
本
的
>
印
刷
文
化
の
産
物
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
可
能
な
の
は
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
初
期
印
刷
本
に
「
タ
イ
ト
ル
・
ペ
ー
ジ
（
標
題
紙
）」

が
考
案
さ
れ
、
ラ
ベ

ル
・
タ
イ
ト
ル
か
ら
フ
ル
・
タ
イ
ト
ル
へ
と
発
展
し
、
書
物
の
巻
頭
を
詳
細
な
情
報
と
挿
絵

で
飾
る
ま
で
に
は
時
間
を
要
し
ま
し
た
。
各
作
品
が
個
別
単
独
に
製
本
さ
れ
て
流
通
す
る
の

写
本
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
か
ら
S
a
m
m
elb
a
n
d
へ

In th
is b

o
k
e b

e co
n
tey ［

n
ed
］
th
ise w

o
rk
s

写
真
［
１
］
(R
o
se
n
w
a
ld S

a
m
m
e
lb
a
n
d
「
目
次
」
の
一
部
)

―
―

3
9



で
は
な
く
、
読
者
の
手
に
よ
り
個
人
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
綴
じ
合
わ
さ
れ
る
受
容
形

態
が
タ
イ
ト
ル
・
ペ
ー
ジ
の
発
達
を
遅
ら
せ
た
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

印
刷
家
は
、
写
本
文
化
の
流
れ
を
く
む
、
合
冊
本
を
前
提
に
し
た
出
版
活
動
と
平
行
し
て
、

作
者
名
>
を
意
識
し
た
編
集
･出

版
活
動
を
新
し
く
進
行
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
チ
ョ
ー
サ
ー

の
出
版
物
を
例
に
と
っ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

印
刷
家

作
品
標
題

出
版
年

C
a
x
to
n

 
C
an
terbu

ry T
ales

,
1st ed

n
.

1477

C
an
terbu

ry T
ales

,
2n
d ed

n
.

1483

B
oeth

iu
s

? 1478

T
h
e H

ou
se of F

am
e
.

1483

Q
u
een

 
A
n
elid

a an
d
 
false A

rcyte
? 1477

P
arliam

en
t of F

ow
ls

? 1477

T
roilu

s an
d
 
C
reseyd

e
1483

P
y
n
so
n

 
C
an
terbu

ry T
ales.

? 1492

1526

? 1526

(w
ith

 
a
n
d so

m
e o

th
er p

o
em
s )

? 1526

d
e W

o
rd
e
 
C
an
terbu

ry T
ales.

1498

P
arliam

en
t of F

ow
ls

1530

T
roilu

s an
d
 
C
ressid

a
1517

R
a
stel

 
P
arliam

en
t of F

ow
ls

? 1525

T
h
y
n
n
e /G

o
d
fra
y
 
T
h
e
 
W
orks of G

eoffrey C
h
au
cer

1532

A
n
r.
ed
n
.

R
.
G
ra
fto
n
(1542)

［
A
 
v
a
ria
n
t ］

J.
R
ey
n
es

(1542),
R
.
K
ele

(? 1550),
T
.
P
etit

(? 1550),
R
.
T
o
y
e
(? 1550)

A
n
r.
ed
n
.

W
.
B
o
n
h
a
m
(? 1550)

S
to
w
/K
y
n
g
sto
n
 
T
h
e
 
W
orks

 
of
 
G
eoffrey

 
C
h
au
cer

 
w
ith
 
d
iverse

 
ad
d
ition

s w
ith th

e S
iege of T

h
ebes,

com
piled by J.

L
yd
gate

1561

シ
ン
の
1532年

版
『
チ
ョ
ー
サ
ー
作
品
集
』
が
登
場
す
る
前
に
、
私
た
ち
の
興
味
を
引
く
の

は
1526年

の
ピ
ン
ソ
ン
（
W
illia

m
 
P
y
n
so
n
）
に
よ
る
一
連
の
チ
ョ
ー
サ
ー
作
品
の
出
版
活

動
で
し
ょ
う
。
特
定
の
著
者
名
の
も
と
に
作
品
を
集
め
、
出
版
す
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
書
き

―
―

4
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も
の
（
テ
ク
ス
ト
）
を
一
人
の
書
き
手
の
所
有
物
と
し
て
認
め
る
、
組
織
的
な
文
化
的
態
度

の
は
じ
ま
り
で
す
。
し
か
し
ピ
ン
ソ
ン
の
場
合
、
チ
ョ
ー
サ
ー
の
名
前
を
意
識
し
て
編
集
す

る
も
の
の
、
顧
客
の
手
に
よ
り
一
つ
に
束
ね
ら
れ
る
こ
と
を
も
想
定
し
て
、『
カ
ン
タ
ベ
リ
ー

物
語
』『
ト
ロ
イ
ラ
ス
と
ク
リ
セ
イ
ダ
』『
名
声
の
館
、
鳥
た
ち
の
議
会
ほ
か
小
品
』を

、
分
冊

の
形
で
出
版
し
た
点
で
、
中
世
が
近
代
の
書
物
文
化
に
畳
み
込
ま
れ
る
直
前
の
姿
を
示
し
て

い
る
と
解
釈
で
き
ま
す
。
い
わ
ば
、「

テ
ク
ス
ト
指
名
制
」と

い
う
近
代
の
精
神
が
、
合
冊
本

と
い
う
「

写
本
的
>
印
刷
文
化
」
の
衣
装
を
ま
と
い
、
現
れ
た
姿
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

３
.
シ
ャ
ー
リ
ー
と
テ
ク
ス
ト
指
名
制

松
田
隆
美
氏
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
た
中
世
写
字
生
の
伝
統
的
な
本
文
意
識
の
流
れ
と
、
テ

ク
ス
ト
指
名
制
」の

端
緒
を
ひ
ら
き
近
代
に
向
か
う
流
れ
と
が
交
差
す
る
地
点
に
立
つ
の
が

写
本
編
纂
者
シ
ャ
ー
リ
ー
（
Jo
h
n S

h
irley

, 1366-1456）
だ
と
考
え
ま
す
。
シ
ャ
ー
リ
ー

は
長
ら
く
ウ
ォ
リ
ッ
ク
伯
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ビ
ー
チ
ャ
ム
の
書
記
の
仕
事
に
つ
き
、
60歳

を
過

ぎ
て
職
を
退
い
て
後
、
写
本
の
編
纂
を
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
の
大
部
な
写
本
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

が
３
つ
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
B
L
 
A
d
d
itio

n
a
l
16165、

C
a
m
b
rid
g
e
 
T
rin
ity

 
C
o
lleg

e R
. 3.20、

O
x
fo
rd B

o
d
leia

n L
ib
ra
ry A

sh
m
o
le
59で

す
。
写
本
は
リ
ド
ゲ

イ
ト
と
チ
ョ
ー
サ
ー
の
小
作
品
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、
大
英
図
書
館
写
本
は
1420年

代
、
ト

リ
ニ
テ
ィ
写
本
は
1430-32年

の
間
に
、
ボ
ド
リ
ー
図
書
館
ア
シ
ュ
モ
ー
ル
写
本
は
80歳

を

過
ぎ
た
1440年

代
後
半
に
、
そ
れ
ぞ
れ
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
の
テ
ク
ス

ト
編
集
に
も
っ
と
も
顕
著
な
こ
と
の
一
つ
は
、
作
者
の
特
定
と
創
作
に
ま
つ
わ
る
状
況
説
明

を
作
品
に
書
き
添
え
た
こ
と
で
す
。
作
品
と
作
者
と
の
帰
属
関
係
へ
の
傾
斜
は
シ
ャ
ー
リ
ー

写
本
に
き
わ
だ
っ
た
特
色
で
す
。
ピ
ア
ス
ル
（
D
erek

 
P
ea
rsa

ll,
1970）

と
コ
ノ
リ
ー

（
M
a
rg
a
ret C

o
n
n
o
lly
,
1998）

の
研
究
成
果
に
も
と
づ
き
、
具
体
例
を
通
し
て
観
察
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

チ
ョ
ー
サ
ー
の
小
作
品
“
G
en
tilesse ”

は
、
た
と
え
ば
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
版
の
T
em
ple of

 
bras

つ
ま
り
P
arliam

en
t
 
of
 
F
ow
ls
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
ス
コ
ー
ガ
ン
（
H
en
ry

 
S
co
g
a
n
）
の
“
M
o
ra
l B

a
la
d
e ”

の
本
文
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
た
形
で
、
流
布
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、“

G
en
tilesse ”

は
10の

写
本
と
３
つ
の
初
期
印
刷
本
で

読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

“G
en
tilesse” の

現
存
テ
ク
ス
ト

O
x
fo
rd B

o
d
ley A

sh
m
o
le
59,B

L A
d
d
itio

n
a
l
22139,B

L C
o
tto
n C

leo
p
a
tra

 
D
.V
II,

B
L
 
H
a
rley

2251,
B
L
 
H
a
rley

7333,
B
L
 
H
a
rley

7578,
C
o
v
en
try

 
C
ity R

eco
rd O

ffice C
o
v
en
try
,
N
o
ttin

g
h
a
m
 
U
n
iv
.
L
ib
ra
ry M

e L
M

1,

C
a
m
b
rid
g
e T

rin
ity C

o
lleg

e R
. 3.20,

C
a
m
b
rid
g
e T

rin
ity C

o
lleg

e R
. 14.

―
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51
;
C
a
x
to
n
’s
1477

ed
itio

n o
f T

em
ple of bras

,
S
to
w
e’s

1561
ed
itio

n o
f

 
C
h
au
cer’s

 
W
orks

,
T
h
y
n
n
e’s

1532
ed
itio

n o
f C

h
au
cer’s

 
W
orks

.

こ
の
う
ち
４
写
本
に
何
ら
か
の
題
名
が
付
さ
れ
、
そ
の
う
ち
著
者
の
名
を
明
記
し
て
い
る
の

は
、
T
rin
ity

写
本
と
A
sh
o
m
o
le
写
本
、
そ
れ
に
H
a
rley

7333写
本（

‘M
o
ra
l B
a
la
d
e

 
o
f C
h
a
u
cier’ こ

の
写
本
は
シ
ャ
ー
リ
ー
写
本
か
ら
派
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。）
の
３
つ
で

あ
り
、
い
ず
れ
も
が
シ
ャ
ー
リ
ー
が
関
係
し
た
写
本
で
す
。（
た
だ
し
シ
ャ
ー
リ
ー
写
本
に
も

と
づ
く
ス
ト
ウ
版
に
は
、
‘A
 
b
a
la
d
e m

a
d
e b
y C

h
a
u
cer,tech

in
g w

h
a
t is g

en
tiln

es,

o
r w

h
o
m
 
is w

o
rth
y to b

e ca
lled g

en
til’ の

題
目
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。）

T
rin
ity

写
本
と
A
sh
m
o
le
写
本
に
よ
り
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
T
rin
ity

写
本
（
p
.

358）
に
お
い
て
は
、“

G
en
tilesse ”

は
単
独
で
書
き
写
さ
れ
、「

チ
ョ
ー
サ
ー
が
死
の
床
に

伏
し
て
作
っ
た
」と

シ
ャ
ー
リ
ー
が
興
味
ぶ
か
い
創
作
背
景
を
説
明
す
る“

T
ru
th
”（
p
. 357）

の
す
ぐ
後
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
本
上
部
に
あ
る
欄
外
見
出
し
（
ru
n
n
in
g h
ea
d
）
と

作
品
の
題
名
（
ru
b
ric ）

に
は
、“

B
a
la
d
e b
y C

h
a
u
cier ”

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

A
sh
m
o
le
写
本
で
は
ス
コ
ー
ガ
ン
の
詩
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
写
真
［
2］

に
見
る
よ
う
に
、
該
当
箇
所
（
f.
27
）
欄
外
余
白
に
は
‘G
effrey C

h
a
u
cer m

a
d
e
 
ese

 
th
re b

a
la
d
es n

ex
t

fo
lo
w
en
’
(［
i.e.,

“G
en
tilesse,”

“F
o
rtu
n
e,”

“C
o
m
p
la
in
t

 
o
f V

en
u
s” ］）

の
書
き
込
み
が
添
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

A
sh
m
o
le
(a
s m

a
rg
in
a
lia
)
:
‘G
effrey C

h
a
u
cer m

a
d
e
 
ese /th

re b
a
la
d
es n

ex
t

fo
lo
w
en
’

写
真
［
2］

A
sh
m
o
le
写
本
（
f.
27
)

―
―
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同
様
に
、
チ
ョ
ー
サ
ー
“
F
o
rtu
n
e ”

を
観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。“

F
o
rtu
n
e ”

の
テ
ク

ス
ト
は
10の

写
本
と
３
つ
の
初
期
印
刷
本
に
現
存
し
て
い
ま
す
。

“F
o
rtu

n
e”

(B
a
lld
es d

e v
illa

g
e
(a
n erro

r fo
r
‘v
isa
g
e’)
sa
n
z p
ein
tu
re )

の

現
存
テ
ク
ス
ト

O
x
fo
rd
 
B
o
d
ley
 
A
sh
m
o
le
59,

O
x
fo
rd
 
B
o
d
leia

n
 
L
ib
ra
ry
 
B
o
d
ley

638,

O
x
fo
rd B

o
d
leia

n L
ib
ra
ry A

rch
.
S
eld
en B

.
10,

O
x
fo
rd F

a
irfa

x
16,

B
L

 
H
a
rley

2251,
B
L
 
L
a
n
sd
o
w
n
e
699,

L
ey
d
en
 
U
n
iv
.
lib
ra
ry
 
V
o
ssiu

s
9,

C
a
m
b
rid
g
e U

n
i.
L
ib
ra
ry Ii

3.21,
C
a
m
b
rid
g
e M

a
g
d
a
len
e C

o
lleg

e P
ep
y
s

2006,
C
a
m
b
rid
g
e T

rin
ity
 
C
o
lleg

e R
. 3.20；

C
a
x
to
n
’s
1477

ed
itio

n
 
o
f

 
T
em
ple of bras

,
T
h
y
n
n
e’s

1532
ed
itio

n o
f C
h
au
cer’s W

orks
,
d
e W

o
rd
e’s

1515
ed
itio

n o
f P
rou

erbes of L
yd
gate

.

運
命
の
流
転
を
嘆
く
男
と
女
神
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
こ
の
問
答
歌
は
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の

『
哲
学
の
慰
め
』
の
思
想
と
形
式
の
も
と
、
フ
ラ
ン
ス
詩
人
デ
ュ
シ
ャ
ン
（
E
u
sta
ch
e
 
D
e-

ch
a
m
p
s ）
や
マ
シ
ョ
ー
（
G
u
illa

u
m
e d
e M

a
ch
a
u
t ）
か
ら
の
直
接
の
影
響
が
こ
れ
ま
で

論
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
詩
と
の
関
連
に
気
づ
き
、
こ
う
し
た
材
源
の
問
題
に
い

ち
早
く
言
及
し
た
の
が
ほ
か
な
ら
ぬ
シ
ャ
ー
リ
ー
で
す
。
A
sh
m
o
le
写
本
に
お
い
て
、
こ
の

詩
は
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
の
翻
訳
で
あ
る
と
彼
は
断
定
し
て
い
ま
す
。

シ
ャ
ー
リ
ー
写
本
に
と
っ
て
よ
り
重
要
な
の
は
、
リ
ド
ゲ
イ
ト
の
作
品
で
す
。
も
っ
と
も

早
く
編
纂
さ
れ
た
B
L
 
A
d
d
itio

n
a
l
16165写

本
に
お
い
て
、
リ
ド
ゲ
イ
ト
の
手
に
な
る
も

の
と
し
て
28作

品
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
T
rin
ity

と
A
sh
m
o
le
の
両
写
本

に
現
れ
、
か
つ
A
sh
m
o
le
写
本
に
お
い
て
リ
ド
ゲ
イ
ト
作
と
し
て
特
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

A
sh
m
o
le:

‘H
ere

 
fo
lo
w
e e

 
n
o
w
e
 
a
 
co
m
p
ley
n
te
 
o
f
 
e
 
P
lein

ty
ff
 
a
g
eisn

t
 

a
g
en
st fo

rtu
n
e tra

n
sla
ted o

u
te o

f F
ren

sh
e in to E

n
g
lissh

e b
y
 
a
t fa

m
o
u
s

 
R
eth

o
rissy

en
/
G
effrey C

h
a
u
cier’

写
真
［
3］

A
sh
m
o
le
写
本
（
f.
37
)

―
―
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る
作
品
が
２
つ
（
“A
 
H
o
ly M

ed
ita
tio
n
”,“C

o
m
p
la
in
t fo

r M
y L

a
d
y o
f G
lo
u
cester

 
a
n
d H

o
lla
n
d
” ）

あ
り
、
さ
ら
に
A
sh
m
o
le
写
本
に
の
み
伝
わ
る
リ
ド
ゲ
イ
ト
作
品
が
４

つ
確
認
さ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
“
A
 
H
o
ly M

ed
ita
tio
n
”
に
つ
い
て
言
え
ば
、
T
rin
ity

写
本
で
は
一
連
の

フ
ラ
ン
ス
語
短
詩
の
後
、
チ
ョ
ー
サ
ー
の
名
を
特
定
し
た
小
見
出
し
（
ru
b
ric ）

に
導
か
れ
て

A
n
elid

a
 
an
d
 
A
rcite

が
続
き
、
そ
の
す
ぐ
後
に
“
A
 
H
o
ly M

ed
ita
tio
n
”
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。

写
真
［
4］

の
T
rin
ity

写
本
に
見
る
と
お
り
、
こ
の
詩
を
導
く
小
見
出
し
‘N
o
w
 
h
ere

 
filo

w
e e a

n h
o
ly m

ed
y
ta
ci o

n
’ に
は
著
者
名
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ペ
ー
ジ

の
欄
外
見
出
し
も
同
様
で
す
。
見
出
し
の
左
半
分
に
は
誤
っ
て
‘A
n
elid

a
’ が
、
右
半
分
に
は

こ
の
詩
を
指
し
示
す
‘A
n h

o
ly sey

n
g
e’ が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
後
に
続
く
ペ
ー
ジ
の
欄
外

見
出
し
に
も
作
者
へ
の
言
及
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
A
sh
m
o
le
写
本
の
場
合
、
写
真
［
5］
に
示
し
た
と
お
り
、
作
品
の
前
に
置
か
れ
た

‘H
ere

 
n
o
w
e
 
fo
lo
w
e e

 
a
n
 
h
o
ly
 
m
ed
ita
ci o

n
.
m
a
d
e
 
b
y
 
e
 
R
elig

io
u
s m

a
n

 

T
rin

ity
:
‘N
o
w
 
h
ere filo

w
e e a

n h
o
ly m

ed
y
ta
ci o

n
’

写
真
［
4］

T
rin
ity

写
本
（
p
.
111)

A
sh
m
o
le:
‘H
ere n

o
w
e fo

lo
w
e e a

n h
o
ly m

ed
ita
ci o

n
.
m
a
d
e b
y
 
e R

elig
io
u
s

 
m
a
n L

id
eg
a
te d

a
u
n Io

h
n
/

e M
u
n
k o

f B
u
ry
’

写
真
［
5］

A
sh
m
o
le
写
本
（
f.
49
)

―
―
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L
id
eg
a
te d

a
u
n Io

h
n
/
e M

u
n
k o

f B
u
ry
’
(f.

49
）
の
小
見
出
し
に
は
、
ベ
リ
ー
・

セ
ン
ト
・
エ
ド
モ
ン
ド
（
B
u
ry S

t.E
d
m
u
n
d
）
の
修
道
士
リ
ド
ゲ
イ
ト
に
よ
り
作
ら
れ
た

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

編
纂
者
シ
ャ
ー
リ
ー
に
と
っ
て
、
作
者
に
作
品
を
帰
属
さ
せ
る
こ
と
で
は
、
チ
ョ
ー
サ
ー

と
リ
ド
ゲ
イ
ト
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。し

か
し
リ
ド
ゲ
イ
ト
の
場
合
、シ

ャ
ー
リ
ー
に
と
っ

て
は
同
時
代
人
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
身
近
な
交
流
の
可
能
性
も
想
像
し
う
る
関
係
に
あ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
令
名
を
と
ど
ろ
か
せ
る
詩
人
の
作
品
と
そ
の
創
作
状
況

を
、
写
本
編
集
者
と
し
て
収
集
し
書
き
と
め
、
結
果
と
し
て
近
代
の
作
品
編
集
の
さ
き
が
け

と
な
る
テ
ク
ス
ト
編
集
家
と
し
て
の
姿
と
、
い
ま
一
つ
は
リ
ド
ゲ
イ
ト
を
友
人
と
し
て
敬
愛

す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
態
度
が
反
映
さ
れ
て

い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
な
作
品
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
コ
ノ
リ
ー
の
推
論
を
も
と
に

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す

。

そ
れ
は
い
ま
一
つ
の
作
品
“
C
o
m
p
la
in
t fo

r M
y L

a
d
y o

f G
lo
u
cester a

n
d H

o
l-

la
n
d
”で

す
。（

今
日
、
こ
の
作
品
は
リ
ド
ゲ
イ
ト
が
創
作
し
た
と
の
決
着
を
ま
だ
み
て
い
な

い
。）
リ
ド
ゲ
イ
ト
の
最
大
の
庇
護
者
は
グ
ロ
ス
タ
ー
候
ハ
ン
フ
リ
ー
（
H
u
m
p
h
rey

,D
u
k
e

 
o
f G

lo
u
cester,

1390－
1447；

5th so
n o

f H
en
ry IV

）
で
し
た
。
1422年

、
オ
ラ
ン

T
rin

ity
:
‘H
ere b

y
g
y
n
n
e
 
a co

m
p
la
y
n
te o

f a so
lita

ry
e p

er so
n
e co

m
p
ley
in
g

 
a
b
esen

ce o
f
 
e m

o
ste ren

o
m
m ed a

n
d b

est b
elo
u
ed p

ry
n
cesse

 
a
t eu

er o
f

 
h
ire esta

te in
 
eo
s d
a
y
es ca

m
e in to

 
is rea

u
m
e o

f L
o
g
res b

y
 
e w

ey
e o

f
 

m
a
rria

g
e a

n
d so so

d
ey
n
ly v

n
o
rd
y
n
a
tly d

ep
a
rted h

en
s,
a
s h
it is sa

y
d
e a

n
d

 
sp
o
u
k
en in m

a
n
y reg

y
o
u
n
s b
y
 
e h

y
g
h
este esta

tes
 
er.’

写
真
［
6］

T
rin
ity

写
本
（
p
.
363)

―
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ダ
お
よ
び
エ
ノ
ー
伯
爵
の
一
人
娘
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
（
Ja
co
b
a
 
o
r Ja

cq
u
elin

e,
co
u
n
tess

 
o
f H

o
lla
n
d a

n
d H

a
in
a
u
lt ）

と
結
婚
し
ま
す
。
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
は
1420年

、
政
治
的
陰

謀
か
ら
逃
れ
る
べ
く
２
番
目
の
夫
ジ
ョ
ン
（
Jo
h
n
,
D
u
k
e o

f B
ra
b
a
n
t ）
を
捨
て
て
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
に
避
難
し
て
お
り
、
グ
ロ
ス
タ
ー
候
は
彼
女
に
援
助
の
手
を
差
し
の
べ
、
バ
ー
ガ

ン
デ
ィ
ー
地
方
の
領
土
拡
大
を
ね
ら
い
ま
し
た
。
結
局
、
結
婚
は
無
効
と
な
り
、
グ
ロ
ス
タ
ー

候
は
彼
女
を
捨
て
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
の
侍
女
コ
バ
ー
ン
（
E
lea
n
o
r C

o
b
h
a
m
）
と
結
婚
し
ま

す
。
こ
の
出
来
事
に
当
時
の
社
会
に
非
難
と
同
情
が
渦
巻
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
の
身
の
上
を
嘆
き
歌
わ
れ
た
の
が
こ
の
詩
で
す
。

作
品
の
見
出
し
を
T
rin
ity

写
本
と
A
sh
m
o
le
写
本
で
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
だ
う

わ
さ
が
消
え
な
い
頃
に
編
纂
さ
れ
た
T
rin
ity

写
本
（
写
真
［
6］）の

テ
ク
ス
ト
見
出
し
に
は
、

作
者
の
名
が
書
き
控
え
ら
れ
、
こ
の
事
件
か
ら
15年

ほ
ど
経
過
し
て
作
成
さ
れ
た
A
sh
m
o
le

写
本
（
写
真
［
7］）

の
見
出
し
に
は
グ
ロ
ス
タ
ー
候
の
司
祭
が
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
を
嘆
く
こ
の

詩
を
作
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
司
祭
と
は
リ
ド
ゲ
イ
ト
を
た
め
ら
い
な
が
ら
指
す
言

葉
で
あ
り
、
躊
躇
の
す
ぐ
後
、
思
い
直
し
た
の
で
し
ょ
う
か
、
テ
ク
ス
ト
欄
外
に
‘L
id
g
a
te

 
d
a
u
n Ih

a
n
’ を
書
き
入
れ
て
い
ま
す
。

４
.
ま
と
め

中
世
後
期
、
ガ
ワ
ー
が
『
恋
人
の
告
白
』
に
先
人
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
と
同
等
の
功
績
を
求

め
、
チ
ョ
ー
サ
ー
自
身
も
『
ト
ロ
イ
ラ
ス
と
ク
リ
セ
イ
ダ
』
が
ヴ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
、
オ
ウ
ィ

A
sh
m
o
le:

‘N
o
w
 
en
d
e
 
h
ere

 
e v

y
ce o

f v
erb

u
m
 
ca
ro fa

ctu
m
 
est a

n
d n

ex
st

 
fo
lo
w
e e

/
a p

y
to
u
s co

m
p
la
y
n
te o

f a C
h
a
p
ella

y
n
e o
f m

y lo
rd
es o

f G
lo
u
ces-

tre H
u
m
frey

&
c.
w
h
o
m
e g

o
d
e a

ssa
y
le
 
a
t n
o
b
le p

ry
n
ce.’

M
a
rg
in
a
lia
:
‘L
id
g
a
te d

a
u
n Ih

a
n
’

写
真
［
7］

A
sh
m
o
le
写
本
(57

)

―
―
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デ
ィ
ウ
ス
、
ホ
メ
ロ
ス
ら
先
人
の
作
品
に
比
肩
す
る
こ
と
を
望
み
ま
し
た

。
個
性
的
創
造
者

と
し
て
の
作
者
の
出
現
と
テ
ク
ス
ト
私
有
化
の
め
ば
え
に
対
し
て
、
シ
ャ
ー
リ
ー
に
代
表
さ

れ
る
写
本
作
成
者
、
つ
ま
り
読
者
の
代
表
も
こ
う
し
た
作
者
の
動
き
に
応
答
し
、
作
者
と
編

集
者
の
新
た
な
関
係
が
築
か
れ
は
じ
め
ま
し
た
。
こ
の
関
係
こ
そ
作
者
の
名
を
冠
し
た
印
刷

本
作
品
集
の
出
版
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
考
え
ま
す
。

注

＊
本
稿
は
、
日
本
中
世
英
語
英
文
学
会
第
21回

全
国
大
会
（
2005年

12月
４
日
、
筑
波
大
学
）
に
お
い
て

行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
II 「
チ
ョ
ー
サ
ー
と
そ
の
周
辺
―
写
本
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
か
ら
S
a
m
m
elb
a
n
-

d
e 」
の
た
め
に
準
備
し
た
原
稿
を
、
語
り
口
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
印
刷
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
拙
稿

を
除
く
講
師
と
そ
の
発
表
題
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
徳
永
聡
子（

司
会
･講

師
：
日
本
学
術
振
興
会

特
別
研
究
員
）「

印
刷
本
を
綴
じ
る
―
S
a
m
m
elb
a
n
d
e
に
み
る
作
品
受
容
」、

松
田
隆
美
（
講
師
：
慶

応
義
塾
大
学
）「

15世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
教
訓
詩
‘m
iscella

n
y
’ 写
本
の
特
性
」、

高
宮
利
行

（
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
：
慶
應
義
塾
大
学
）。
な
お
、
松
田
隆
美
氏
の
発
表
は
そ
の
後
、「
中
世
英
語
の
宗

教
写
本
に
お
け
る
co
m
p
ila
tio

と
o
rd
in
a
tio
―
B
o
l.
L
ib
r.
M
S D

o
u
ce

322を
中
心
に
」（

飯
田

隆
編
『
西
洋
精
神
史
に
お
け
る
言
語
と
言
語
観
―
継
承
と
創
造
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
、
2006、

p
p
.

283-303）
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

１
中
世
英
文
学
の
作
品
受
容
を
書
物
の
形
態
論
の
立
場
か
ら
究
明
す
る
動
き
は
近
年
盛
ん
に
な
り
、
た

と
え
ば
、
T
h
e Y

earbook of E
n
glish S

tu
d
ies,

v
o
l.
33
(2003)

は
‘M
ed
iev
a
l a
n
d E

a
rly

 
M
o
d
ern M

iscella
n
ies a

n
d A

n
th
o
lo
g
ies’ の

特
集
を
組
ん
で
い
る
。
S
a
m
m
elb
a
n
d
（「

合
冊

集
」）
と
は
、
顧
客
が
購
入
し
た
書
物
を
自
ら
の
好
み
に
応
じ
て
合
冊
･製

本
し
た
も
の
を
指
す
と
定

義
さ
れ
る
が
、
あ
ら
か
じ
め
出
版
業
者
が
合
冊
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
う
え
で
書
物
の
選
択
・
出

版
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

カ
ー
タ
ー
と
バ
ー
カ
ー
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

‘A
 
G
erm

a
n w

o
rd fo

r b
o
o
k
s in w

h
ich tw

o o
r m

o
re b

ib
lio
g
ra
p
h
ica
lly d

istin
ct w

o
rk
s

 
a
re b

o
u
n
d to

g
eth

er w
ith
in th

e sa
m
e co

v
ers.

T
h
e p
ra
ctice itself,

co
m
m
o
n in th

e
 

M
id
d
le A

g
es,

w
a
s ca

rried o
v
er in

to th
e In

cu
n
a
b
u
la p

erio
d
,
a
n
d b

o
o
k
s still ex

ist
 

in w
h
ich m

a
n
u
scrip

t a
n
d p

rin
ted w

o
rk
s co

ex
ist

....’
Jo
h
n C

a
rter a

n
d N

ich
o
la
s

 
B
a
rk
er,

A
B
C
 
for B

ook C
ollectors,

8th ed
n
(L
o
n
d
o
n
,
2004),

p
.
195.

２
“T
ra
ct V

o
lu
m
e,”

N
o
.
8,
in P

a
u
l N

eed
h
a
m
,
T
h
e P

rin
ter

&
th
e P

ard
on
er:

A
n

 
U
n
record

ed
 
In
d
u
lgen

ce P
rin
ted
 
by
 
W
illiam

 
C
axton

 
for th

e H
ospital of S

t.
M
ary

 
R
ou
n
ceval,

C
h
arin

g
 
C
ross

(W
a
sh
in
g
to
n
,
D
C
:
L
ib
ra
ry
 
o
f C

o
n
g
ress,

1986),
p
p
.

71-2.

３
‘b
o
o
k
let’ と

は
P
a
m
ela R

o
b
in
so
n
が
提
案
し
R
a
lp
h H

a
n
n
n
a III

が
再
定
義
し
た
用
語
で
あ

り
、「
１
つ
の
テ
ク
ス
ト
を
収
め
、
複
数
の
折
丁
で
成
り
た
ち
、
か
つ
自
立
し
た
最
小
の
写
本
構
成
単

位
」
の
こ
と
で
あ
る
。
P
a
m
ela R

o
b
in
so
n
,
‘T
h
e
‘B
o
o
k
let’

:
A
 
S
elf-C

o
n
ta
in
ed U

n
it in

―
―
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C
o
m
p
o
site M

a
n
u
scrip

ts’,
C
od
icologica

,
3
( 1980),

46-69お
よ
び
R
a
lp
h
 
H
a
n
n
a
 
III,

‘B
o
o
k
lets in M

ed
iev
a
l M

a
n
u
scrip

ts’,
in P

u
rsin

g H
istory:

M
id
d
le E

n
glish

 
M
an
u
-

scripts an
d
 
th
eir T

exts
(S
ta
n
fo
rd
,
1996),

p
p
.
21-34を

参
照
。

４
S
eth L

erer,
‘M
ed
iev
a
l E
n
g
lish L

itera
tu
re a

n
d th

e Id
ea o

f th
e A

n
th
o
lo
g
y
’,P

M
L
A
,

118：
5
( 2003),

1251-67参
照
。

５
タ
イ
ト
ル
･ペ

ー
ジ
の
発
達
に
関
し
て
は
、
A
lfred W

.
P
o
la
rd
,
L
ast W

ord
s on th

e H
istory

 
of th

e T
itle-P

age w
ith N

otes on S
om
e C

oloph
on
s an

d T
w
en
ty-S

even F
acsim

iles of
 

T
itle-P

age
(1891)

の
先
駆
的
仕
事
を
始
ま
り
と
し
て
次
の
よ
う
な
研
究
が
あ
る
。
R
u
d
o
lf H

ir-

sch
,
P
rin
tin
g,
S
ellin

g an
d
 
R
ead

in
g
( 1974)

;
M
a
rth
a M

.
D
riv
er,

‘Id
ea
s o
f O

rd
er:

W
y
n
k
y
n d

e W
o
rd
e a

n
d th

e T
itle-P

a
g
e’,
in T

exts an
d
 
T
h
eir C

on
texts,

ed
s.
b
y J.

S
ca
tterg

o
o
d a

n
d J.

B
o
ffey

( 1997)
;
G
era

rd G
en
ette,

P
aratexts,

tr.
b
y Ja

n
e L

ew
in

( 1997)
;
M
a
rg
a
ret S

m
ith
,
T
itle-P

age:
Its E

arly D
evelopm

en
t 1
4
6
0
-1
5
1
0
( 2000).

６
A
 
S
h
ort-T

itle C
atalogu

e of B
ooks P

rin
ted
 
in
 
E
n
glan

d
,
S
cotlan

d
,
&

Irelan
d
 
an
d

 
of
 
E
n
glish

 
B
ooks

 
P
rin
ted

 
A
broad

 
1
4
7
5
-1
6
4
0
,
2n
d
 
ed
n
.
3
 
v
o
ls.

(L
o
n
d
o
n
:

1986-1991)
参
照
。

７
テ
ク
ス
ト
が
著
者
の
名
と
強
く
結
び
つ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
著
者
名
が
作
品
の
流
通
を
制
御
す
る
道

を
ひ
ら
く
。
チ
ョ
ー
サ
ー
の
名
が
権
威
を
持
っ
た
結
果
、
16世

紀
初
頭
多
く
の
チ
ョ
ー
サ
ー
･ア

ポ
ク

リ
フ
ァ
が
生
ま
れ
た
。
印
刷
家
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
が
チ
ョ
ー
サ
ー
と
の
つ
な
が
り
を
演
出
す
る
た
め

に
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
に
チ
ョ
ー
サ
ー
記
念
碑
を
建
立
し
た
出
来
事
に
つ
い
て
は
、
D
.
R
.

C
a
rlso

n
,
‘C
h
a
u
cer,

H
u
m
a
n
ism

 
a
n
d
 
P
rin
tin
g
:
C
o
n
d
itio

n
s o

f A
u
th
o
rsh

ip
 
in
 
F
if-

teen
th
-C
en
tu
ry E

n
g
la
n
d
’,
U
n
iversity of T

oron
to Q

u
arterly

64
(1995)

を
参
照
。

８
イ
ギ
リ
ス
の
出
版
史
上
に
お
い
て
、
作
家
が
植
字
工
ら
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
参
加
を
監
視
し
、
印
刷
家

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
作
品
の
出
版
を
行
っ
た
最
初
の
例
は
、
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
の
時
代
を
経
て
、
ホ

ウ
ズ
（
S
teph

en H
aw
es ）

が
ド
・
ウ
ォ
ー
ド
の
印
刷
所
か
ら
出
版
し
た
『
美
徳
の
範
（
E
xam

ple
 

of V
ertu

）』
(

1504年
）
で
あ
っ
た
。
作
者
が
個
性
的
創
造
力
を
主
張
し
、
そ
の
名
前
が
テ
ク
ス

ト
と
強
く
結
ば
れ
る
。
そ
し
て
著
者
名
と
不
可
分
に
な
っ
た
テ
ク
ス
ト
が
印
行
さ
れ
、
作
品
と
い
う

モ
ノ
と
な
っ
て
出
版
さ
れ
る
。
シ
ャ
ー
リ
ー
は
作
品
に
作
者
の
名
を
冠
し
、
創
作
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を

付
し
た
。
組
織
的
な
編
集
と
し
て
は
初
め
て
の
営
み
で
あ
る
。
編
集
・
出
版
人
と
し
て
の
シ
ャ
ー
リ
ー

の
活
動
を
著
作
意
識
の
こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
眺
め
る
と
き
、
名
前
と
テ
ク
ス
ト
と
を
強
く
結
び

つ
け
た
点
で
、
彼
の
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
が
現
れ
て
く
る
。
フ
ー
コ
ー
の
言
葉
づ
か
い
を
借
り

れ
ば
、
シ
ャ
ー
リ
ー
は
テ
ク
ス
ト
に
著
者
を
も
た
せ
、
テ
ク
ス
ト
の
流
通
を
制
御
し
た
り
テ
ク
ス
ト

に
権
威
を
あ
た
え
た
り
す
る
こ
と
を
目
指
す
「
テ
ク
ス
ト
指
名
制
」
の
確
立
を
さ
き
が
け
た
こ
と
に

な
る
。

９
M
a
rg
a
ret C

o
n
n
o
ly
,
Joh

 
S
h
irley:

B
ook

 
P
rod

u
ction

 
an
d
 
th
e N

oble H
ou
seh
old
 
in

 
F
ifteen

th
-C
en
tu
ry E

n
glan

d
(A
ld
ersh

o
t:
A
sh
g
a
te,

1998),
p
.
150.

10
S
ee C

o
n
n
o
ly
,
p
p
.
81-2.

11
D
iction

ary
 
of
 
N
ation

al B
iograph

y
 
on
 
C
D
-R
O
M

(O
x
fo
rd
:
O
x
fo
rd
 
U
n
iv
.
P
ress,

1995).

―
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12
A
la
sta
ir M

in
n
is,
M
ed
ieval T

h
eory of A

u
th
orsh

ip:
S
ch
olastic L

iterary A
ttitu

d
es in

 
th
e L

ater
 
M
id
d
le A

ges
(L
o
n
d
o
n
:
S
ch
o
la
r p
ress,

1984)
を
参
照
。
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考
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B
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n
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ts’,

in B
ook P

rod
u
ction an

d P
u
blish

in
g in B

ritain 1
3
7
5
-1
4
7
5
,

ed
.
b
y Jerem

y G
riffith

s a
n
d D

erek P
ea
rsa

ll
(C
a
m
b
rid
g
e
:C
U
P
, 1989),p

p
.
279-315

B
ru
sen

d
o
rff,

A
a
g
e,
T
h
e C

h
au
cer T

rad
ition

(L
o
n
d
o
n
:
O
x
fo
rd U

n
iv
ersity P

ress,
1925)

B
u
h
ler,

C
u
rt F

.,
T
h
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ra
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